























































	Ⅰ. 序論
	Ⅱ. 神人調化와 修道의 意味
	1. 三界公事에 나타난 大巡眞理의 宗旨
	2. 神人調化
	3. 修道의 意義

	Ⅲ. 神人調化와 修道의 實踐
	1. 修道의 要素
	(1) 對越上帝의 精神
	(2) 神明과 人間의 關係
	(3) 人間의 使命

	2. 修道의 方法
	(1) 無自欺
	(2) 布德天下


	Ⅳ. 神人調化와 修道의 完成
	1. 醫統
	2. 道通과 人尊時代의  到來

	Ⅴ. 結論
	[참고문헌]

	qqq: 


